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4　週４回以上の更新 A　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　８５％以上

3　週３回以上の更新 B　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　７０％以上

2　週２回以上の更新 C　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　５５％以上

1　週１回以上の更新 D　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　５５％未満

4　必要情報の90％以上を周知 A　学校評価アンケート「ア」④「教育活動公開」肯定的評価　８５％以上

3　必要情報の80％以上を周知 B　学校評価アンケート「ア」④「教育活動公開」肯定的評価　７０％以上

2　必要情報の70％以上を周知 C　学校評価アンケート「ア」④「教育活動公開」肯定的評価　５５％以上

1　必要情報の70％未満を周知 D　学校評価アンケート「ア」④「教育活動公開」肯定的評価　５５％未満

4　年４回以上の開催 A　学校評価アンケート「ア」②「地域との一体化」肯定的評価　８５％以上

3　年３回以上の開催 B　学校評価アンケート「ア」②「地域との一体化」肯定的評価　７０％以上

2　年２回以上の開催 C　学校評価アンケート「ア」②「地域との一体化」肯定的評価　５５％以上

1　年１回以上の開催 D　学校評価アンケート「ア」②「地域との一体化」肯定的評価　５５％未満

4　全学級が計画的に取り組んだ。 A　学校評価アンケート「ア」①「地域連携教育活動」肯定的評価　８５％以上

3　９０％以上の学級が取り組んだ B　学校評価アンケート「ア」①「地域連携教育活動」肯定的評価　７０％以上

2　８０％以上の学級が取り組んだ C　学校評価アンケート「ア」①「地域連携教育活動」肯定的評価　５５％以上

1　取り組んだ学級が８０％未満 D　学校評価アンケート「ア」①「地域連携教育活動」肯定的評価　５５％未満

4　全学級が計画的に取り組んだ。 A　学校評価アンケート「イ」①「基礎基本習得」肯定的評価　８５％以上

3　９０％以上の学級が取り組んだ B　学校評価アンケート「イ」①「基礎基本習得」肯定的評価　７０％以上

2　８０％以上の学級が取り組んだ C　学校評価アンケート「イ」①「基礎基本習得」肯定的評価　５５％以上

1　取り組んだ学級が８０％未満 D　学校評価アンケート「イ」①「基礎基本習得」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上の授業で実施 A　全職員の達成度評価「当てはまる」「だいたい当てはまる」　８５％以上

3　80％以上の授業で実施 B　全職員の達成度評価「当てはまる」「だいたい当てはまる」　７０％以上

2　70％以上の授業で実施 C　全職員の達成度評価「当てはまる」「だいたい当てはまる」　５５％以上

1　70％未満の授業で実施 D　全職員の達成度評価「当てはまる」「だいたい当てはまる」　５５％未満

4　全学級が計画的に取り組んだ。 A　学校評価アンケート「イ」②③④「学びに向かう姿勢」肯定的評価　８５％以上

3　９０％以上の学級が取り組んだ B　学校評価アンケート「イ」②③④「学びに向かう姿勢」肯定的評価　７０％以上

2　８０％以上の学級が取り組んだ C　学校評価アンケート「イ」②③④「学びに向かう姿勢」肯定的評価　５５％以上

1　取り組んだ学級が８０％未満 D　学校評価アンケート「イ」②③④「学びに向かう姿勢」肯定的評価　５５％未満

4　９０％の授業で実施 A　学校評価アンケート「イ」⑤ICTの積極的活用」肯定的評価　８５％以上

3　８０％以上の授業で実施 B　学校評価アンケート「イ」⑤ICTの積極的活用」肯定的評価　７０％以上

2　７０％以上の授業で実施 C　学校評価アンケート「イ」⑤ICTの積極的活用」肯定的評価　５５％以上

1　７０％未満の授業で実施 D　学校評価アンケート「イ」⑤ICTの積極的活用」肯定的評価　５５％未満

4　９０％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート「ウ」②「規範意識」肯定的評価　８５％以上

3　８０％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート「ウ」②「規範意識」肯定的評価　７０％以上

2　７０％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート「ウ」②「規範意識」肯定的評価　５５％以上

1　７０％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート「ウ」②「規範意識」肯定的評価　５５％未満

4　９０％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート「ウ」③「挨拶」肯定的評価　８５％以上

3　８０％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート「ウ」③[挨拶」肯定的評価　７０％以上

2　７０％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート「ウ」③「挨拶」肯定的評価　５５％以上

1　７０％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート「ウ」③「挨拶」肯定的評価　５５％未満

4　すべての道徳授業・学級活動で指導実施 A　学校評価アンケート「その他」「心の教育」肯定的評価　８５％以上

3　９０％以上の道徳授業・学級活動で指導実施 B　学校評価アンケート「その他」「心の教育」肯定的評価　７０％以上

2　８０％以上の道徳授業・学級活動で指導実施 C　学校評価アンケート「その他」「心の教育」肯定的評価　５５％以上

1　８０％未満の道徳授業・学級活動で指導実施 D　学校評価アンケート「その他」「心の教育」肯定的評価　５５％未満

4　いじめ防止の授業を月に1回以上指導実施 A　学校評価アンケート「ウ」①「いじめ防止、子どもの人権」肯定的評価　８５％以上

3　いじめ防止の授業を学期に2回以上指導実施 B　学校評価アンケート「ウ」①「いじめ防止、子どもの人権」肯定的評価　７０％以上

2　いじめ防止の授業を学期に１回以上指導実施 C　学校評価アンケート「ウ」①「いじめ防止、子どもの人権」肯定的評価　５５％以上

1　いじめ防止の授業を年に2回以上実施 D　学校評価アンケート「ウ」①「いじめ防止、子どもの人権」肯定的評価　５５％未満

4  90％以上の授業で実施 A　学校評価アンケート「エ」①「進んで運動」肯定的評価　８５％以上

3  80％以上の授業で実施 B　学校評価アンケート「エ」①「進んで運動」肯定的評価　７０％以上

2  70％以上の授業で実施 C　学校評価アンケート「エ」①「進んで運動」肯定的評価　５５％以上

1  70％未満の授業で実施 D　学校評価アンケート「エ」①「進んで運動」肯定的評価　５５％未満

4  全ての指導場面で実施 A　学校評価アンケート「エ」②「食習慣・生活習慣」肯定的評価　８５％以上

3  90％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート「エ」②「食習慣・生活習慣」肯定的評価　７０％以上

2  80％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート「エ」②「食習慣・生活習慣」肯定的評価　５５％以上

1  80％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート「エ」②「食習慣・生活習慣」肯定的評価　５５％未満

4  90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート「カ」「校内整備や校内美化」肯定的評価　８５％以上

3  80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート「カ」「校内整備や校内美化」肯定的評価　７０％以上

2  70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート「カ」「校内整備や校内美化」肯定的評価　５５％以上

1  70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート「カ」「校内整備や校内美化」肯定的評価　５５％未満

4  90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート「ウ」④⑤「安全意識・ネットマナー」肯定的評価　８５％以上

3  80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート「ウ」④⑤「安全意識・ネットマナー」肯定的評価　７０％以上

2  70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート「ウ」④⑤「安全意識ネットマナー」肯定的評価　５５％以上

1  70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート「ウ」④⑤「安全意識・ネットマナー」肯定的評価　５５％未満

４　９０％以上の学級が取り組んだ A　全職員の達成度評価「当てはまる」「だいたい当てはまる」　８５％以上

３　８０％以上の学級が取り組んだ B　全職員の達成度評価「当てはまる」「だいたい当てはまる」　７０％以上

２　７０％以上の学級が取り組んだ C　全職員の達成度評価「当てはまる」「だいたい当てはまる」　５５％以上

１　取り組んだ学級が７０％未満 D　全職員の達成度評価「当てはまる」「だいたい当てはまる」　５５％未満

２０２３年度　町田市立大蔵小学校　学校経営計画・学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価）
令和6年3月31日

学校教育目標  　　○仲よく、助け合う子ども　　○よく考え、くふうする子ども　　○体をきたえ、やりぬく子ども
学校経営の重点……学校の主体は子供である。「あたりまえのことをあたりまえに」「だめなことはだめ」を基本姿勢として、子供の健やかな成長を願って教育活動を
推進していく。

○目指す学校像・・・・・・・・児童一人一人が大切にされ、生き生きしている学校。
○目指す児童像・・・・・・・・できる・分かる・もっとやりたいという学ぶ喜びを味わい、互いのよさや成長を認め合い、学校へ行くことが楽しい思える児童。
○目指す教師像・・・・・・・・教職員としての専門性を磨き、学び合い、支え合い、高め合いながら、組織的に課題解決に取り組むことができる教師。

重点目標の成果と課題
挨拶、返事をはじめとする当たり前のことをその都度言わないとできるようにならない。また、頭ではいけないこととわかっているのに、感情の赴くまま、行動をしてし
まう児童も少なくない。粘り強い指導、繰り返しの指導を続けてきたが、徹底できていないことから、個への指導の在り方を見直す必要がある。特別支援教育の視点
にたった指導の在り方を学ぶとともに、教員で指導に対する共通理解を図るだけではなく、どう徹底させていくかが課題である。

89.8 A

・学校評価アンケートによると、情
報発信と教育活動への理解は高
い数字であったが、地域連携教育
活動に対しては、低い評価であっ
た。VCを中心に各学年、地域連携
活動を実施しているが、保護者に
伝わっていないということであろ
う。
・１年生の昔遊び、2年生の栽培活
動、3年生の地域巡り、４年生の町
田の丘学園との交流、６年生の
キャリア教育、そしてゼルビアの
サッカー教室や複数学年でのプラ
ネタリウム鑑賞など、ホームペー
ジやVCだより、各学級のクラス
ルームで活動の様子を発信をはし
ているが、認知度は低いようであ
る。

・ホームページについては、今後
も学校生活の様子を毎日更新して
いくように努める。学校だよりや学
年だよりも月初めに確実に載せる
ようにする。ただ、学校日記につい
ては、ほぼ一人で更新しているた
め、複数で更新できるようにしてい
く。学年だより等は、各学年担当
に期日を守って更新できるように
改めて指導していく。
・外部講師やボランティアについて
は、VCを通して、計画的に活用し
ていく。学校評価アンケートの結
果が高くなかったので、ホーム
ページや学年だより等で保護者に
も積極的に周知していくようにす
る。

・地域活動に対する先生方の積
極的なアプローチを感じている。
地域活動の様子をHP、クロム
ブックにVCだよりとしてどんどん
載せていき、保護者に伝えたい
です。
・ホームページでの日々の様子
などの紹介は継続されていて、
わかりやすく良い。子供達には
色々な体験をする時間が大切。
大蔵小が、どんな方々と関わっ
て教育活動をしているか‥保護
者に伝えていく工夫が必要。保
護者が学校に関心を持つ「何
か」を考えていきたい。
・学校運営協議会について
情報交換の場だけではなく、委
員は学校に興味を持たないと質
はあがらない。学校からも学校
内の問題や課題などを提示して
協議会内で話しが出来ると良
い。

B

95 A

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現

目指す学校及び子どもの
姿を家庭や地域社会と共
有・連携した教育課程を実
施する。

積極的な情報発信
と公開を通して、教
育活動への理解を
求める。

ホームページを充実させ、定期
的に更新して学校の様子を伝
えていく。

4 A

地域とともにある学校を目指すた
めに、日々の教育活動や行事等
を積極的に地域に公開していく。

4 A

地域の環境を生か
した活動、地域と共
に活動する体験活
動を企画し、実践し
ていく。

学校運営協議会を通じて、目
標や課題を共有し、教育の質
の向上を図る。

4 A 78.3 B

外部講師やボランティアを積極
的に活用し、地域学校教育活
動の充実を図る。

4 A 65.8 C

90.2 A

・研究を通して、子供がつまずか
ないための支援やアセスメントをと
る大切さなどを全教員で実践でき
た。
・読書活動については、朝読書や
読書週間、読み聞かせ、学級に
よってはビブリオトークなどを行
い、読書活動の推進を図ったが、
結果は低かった。また、英語活動
についても、高学年を中心に主体
的に取り組む児童が多くなかっ
た。家庭学習については、宿題な
ら行うが、自主学習的な課題とな
ると、主体的に取り組む児童が少
なかった。
・ICT機器の活用についても、授業
観察時は多くの教員がICT機器を
活用した授業を行っているが、ア
ンケート結果では高くない評価で
あった。

・次年度は、アセスメントをもとにし
た授業改善で町田市の研究指定
を受けるので、今年度の研究の成
果をさらに生かしていけると考え
る。
・読書活動については、毎年のよ
うに評価が高くない。外部団体の
読み聞かせ以外に保護者有志に
よる読み聞かせを低学年で実施
し、読書活動を推進していく。
・外国語、外国語活動について
は、児童の実態を十分に考慮して
授業改善を図り、児童の興味関心
を高めていく。
・学年によってICTの活用状況に
差があるので、低学年より系統的
にICT活用を図っていくようにして
いく。

・MIMの研究成果は興味深かっ
た。継続してほしい。
子供のつまずきを見つけること
は、学習面だけではなく、生活面
の改善にも繋がると思う。
・読書活動について
子供達からは、「なぜ、4年生に
なると図書の授業がなくなる
の？」という質問が多数。
読書室にくる高学年が減ったの
も、その頃から。文学をすすめる
こともいいが、そこから、興味を
持てない子もいる。今、図書室に
は、多くの児童が興味を持てる
ような作品（映画になったもの、
アニメからの文庫、ゲームからの
文庫、歴史漫画）などを並べるよ
うにしている。
そこから、本に興味を持ち始め、
世界が広がっていく子も多数。

B

78.1 B

確
か
な
学
力
の
育
成

授業改善を進め、基礎的・
基本的な知識及び技能の
確実な習得と思考力、判断
力、表現力等の育成ととも
に、主体的・対話的で深い
学びを実現する。

基礎的・基本的な
知識・技能を個々
の児童の実態に応
じ、確実に身に付
けさせる。

多層指導モデルMIMの研究を通
して、アセスメントをもとに、個に
応じた指導の充実を図る。

4 A

授業をデザインする８つの取組を
意識した授業改善を図る。

2.8 C

学習への興味・関
心を高め、主体的
に「学び続ける」子
供を育てる。

主体的に学びに向かう児童を目指
し、（読書、英語活動、家庭学習）に
進んで取り組む学習態度を育てる。

2 C 63.8 C

めあてに応じて、ICT機器を効果
的に活用する力を育てる。

3 B 66 C

91.7 A

・挨拶については低くない評価で
はあったが、外部の人への挨拶と
いう点では、まだ十分とはいえな
い。
・学級活動を中心に話合い活動を
行う中で、子供たちが安心して意
見や考えを発表できるようになっ
てきている。ただ、積極的に意見
を言えない児童への支援は必要
である。
・いじめ防止、子供の人権にかか
わる項目が低かった。ふれあい月
間や学期末の服務事故防止研修
の際にもいじめ防止の講話や各
学級での指導をしているが、保護
者には伝わっていないようであっ
た。不登校傾向の児童に対して、
SSWにつなげ、家庭への支援や
登校を促すきっかけ作りを行って
きた。

・規範意識の醸成については、保
護者アンケートでは、高い評価を
いただいたので、大蔵小スタン
ダードをもとに、きまりの意義につ
いて児童に理解させながら指導し
ていく。
・代表委員会による挨拶運動を活
性化し、児童から挨拶の大切さを
伝える機会を作り、自ら挨拶でき
る児童の育成を目指す。
・いじめ、不登校の解消に向けて
は、毎月のこころのアンケートを中
心に早期発見、早期指導を心が
けていく。不登校児童への指導
も、家庭との連携を大切にして、
関係諸機関とも連携を図っていく。

・挨拶は大切である習慣。学校全体で
挨拶強化月間が必要。自ら挨拶する
子は、あまりいない感覚。声を掛けれ
ば返事がくる。自ら進んで挨拶をする
子の育成するために教員が率先して
挨拶や声掛けをすることは良いが、声
を掛けられないとしない雰囲気があ
る。先生方が元気に声かけをしている
姿は気持ちいい。
・不登校児童対応
ひとつの対応から次へ繋がる対応
へ。対応する側が、常に考えなけれ
ば、先へ進まない。会話から何に躓
き、何が不安なのかを見つけ出す。子
供の得意なことを見つけて、それを認
めて、自己肯定感をあげる。学校で苦
しくなったとしたら、いつでも、クール
ダウンできる場所、安心できる場所が
あることも必要。SSWの介入は良いと
思う。子供が前向きに考えだしても親
が蓋をするので、一歩が進まない。親
の考え方が変われば子供も変わる。・
不登校対策として、家庭保護者との
連携を大切にして、解消に向けて下さ
い。

C

86.4 A
豊
か
な
心
の
涵
養

多様性を尊重し、自分と共
に他者を大切にする意識・
意欲・態度を育てる。

安心安全な学校生
活を送れるようにす
るために、一人一
人の規範意識を高
める。

「大蔵小学校スタンダード」に従っ
て、統一した指導のもとで、規範
意識の徹底を図る。

4 A

自分から進んであいさつをする子
の育成を図るため、教員が率先
してあいさつをする。

3 B

すべての児童が明
るく楽しい学校生活
を送れるようにする
ため、相手を思い
やる心を育てる。

道徳授業や学級活動を中心にし
て、安心して意見を言える学級づ
くりを行う。

2 C 77.2 B

いじめ、暴力行為等の問題行動
の根絶、不登校の解消を行う。

2 C 60.1 C

74.3 B

・縄跳びタイムを計画的に実施し
てきたが、学校全体で体力向上に
取り組んでいるという意識には至
らなかった。
・アレルギー対応をはじめ、給食
だよりや給食メニューに工夫を凝
らしたことで、児童、保護者ともに
食への関心を高めることができ
た。
・清掃活動については、おおむね
良好であった。
・毎週の看護当番の引継ぎで、今
週の子供たちの様子から次週の
指導の課題を各学年で検討したこ
とは、指導がより具体的になり、と
てもよかった。クロムブックの使い
方については、一部児童への徹
底ができていなかった。

・体育の授業改善では、MIMの考
え方を生かし、それぞれの学級で
つまずかないための支援を行う。
そのことで児童が「できる」を実感
し、運動に対して意欲的に取り組
むようにしていく。
・給食だよりの内容を今後も充実
させ、保護者に食への関心を高め
ていく。
・清掃活動も引き続き児童に意義
を理解させ行わせていく。
・学校公開時に外部講師を招い
て、児童と保護者にネットマナーに
ついての授業を行い、家庭での
ネットマナーへの啓発を図る。
・毎週金曜日の生活指導夕会で、
課題を共有し、次週の指導へつな
げていく。

・清掃活動はよくやってる。
・ネットマナーは大切。講演をしてもら
い、保護者に自分のこどもの携帯、パ
ソコンの使い方をよく監視させるべ
き。
・毎日の運動の大切さと食事の知識
を教える教育を。
・保護者から給食便りが充実している
との、感想があり。
・「おはなし給食」のメニュー提案は80
近く集まり、本を読み、物語に登場す
るメニューに関心を持ち、どのように
作られているのかを料理の本で調べ
て、給食に出せるかどうかを考えると
いう流れを何人もの子供が取り組ん
でいた。子供達が考えて絵にしている
時が楽しそうだった。楽しみながら食
育が出来る企画だと思い、行ってい
る。
・子供達の体力向上。「やらされてい
る」と思いながらやっている子も少なく
ない。苦手な子に多い気もするが、達
成感を感じる前に劣等感に浸る子も
いる。「できる、できた」の実感の回数
を増やせる内容にしたら良い。

A

85.8 A

健
や
か
な
体
の
育
成

正しい生活習慣を身に付け
させ、丈夫な体とたくましい
心を育てるとともに、自助・
共助・公助の力を身に付け
る安全指導・安全教育を充
実する.

運動の日常化と食
育の充実を通して、
基礎体力の向上を
図る。

体育の授業改善を行うとともに、
一校一取組を充実させ、体力向
上を図る。

2 C

食への関心を高め、家庭との連
携を図りながら教育活動全体を
通して、組織的・計画的に行う。

2 C

児童の安全指導の
充実、非行・犯罪・
被害防止教育の推
進を図る。

清掃活動を徹底し、気持ちよく学
習できるきれいで豊かな環境づく
りを心がける。

3 B 74.1 B

危機管理情報（健康、問題行動、安全、交通
事故防止、不審者対応、ネットマナー等）を校
内で共有し、翌週の指導の重点としていく。

A
そ
の
他

「学校2020レガシー」の構
築を通して、共生社会の実
現を目指す。

外部人材等と連携し、人
権感覚、共生意識、国際
感覚の醸成を図る。

日本人学校派遣教員やJICA派遣教員、町田
の丘学園との交流を通して、海外の文化、日
本文化、障がい者等への理解を図る。

3 B

2 C 80.6 B

71.9 B

全校朝会で、JICA派遣教員の現
地の様子を紹介することができ
た。町田の丘学園との交流も計画
的に実施できた。

次年度も日本人学校派遣教員が
いるため、国際理解や４年生の総
合的な学習の時間を中心とした障
がい理解教育を推進していく。

・海外に派遣でいかれた先生方の貴
重なご意見をきけるのはとても良いこ
と。
・小学校と地域各団体と連携は出来
ている。子ども達が安心して、楽しい
地元だと思っている。


